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令 和 ４ 年 度 北 海 道 大 学 大 学 院 法 学 研 究 科 

修士 課程入学者選考 試験（第１次）問題  

 

 

試験科目名：   民  法   

 

持込み等：   判例のない法令集（１冊）   

 

 

 

問１（配点：６０点） 
 以下の各問いに答えなさい（なお，各問いは相互に独立した問題である）。 
（１）Ａは，Ｂとの間で，「Ａの所有する甲土地を代金 3000 万円でＢに売却す

る。」との売買契約を締結し，Ｂに甲を引き渡した。また，所有権登記もＡか

らＢに移転された。 
その後，Ａは，ＡＢ間における甲の売買契約がＢの詐欺によるものであっ

たことを理由として，この契約を取り消した。現在，甲は，Ｂからそれを購

入したＣが占有している。他方，所有権登記名義はＢの下にある。 
この場合に，Ａは，Ｃに対して，甲の返還を請求することができるか。こ

の点について適宜，場合分けをしながら論じなさい。 
（２）Ａは，Ｂとの間で，「Ａの所有する甲土地（時価 3000 万円）を代金 3000 万

円でＢに売却する。」との売買契約を締結し，Ｂに甲を引き渡した。ＢはＡに

対して代金 3000 万円を支払った。 
しかし，ＡからＢに甲の所有権登記が移転されない間に，Ａは，Ｃに甲を

売却し，その旨の登記も行った。これは，かねてよりＢと別件で紛争を抱え，

そのことでＢのことを恨んでいたＣが，Ｂへの復讐を果たす目的で，嫌がる

Ａをしつこく説得して行わせたものであった。また，ＡＣ間における甲の売

買契約では，甲の代金は 1000 万円とされていた。 
Ｃは，Ｂに対して，甲をＢから代金 6000 万円で購入するよう持ちかけた。

しかし，Ｂがこれを断り，甲の所有者はＢである旨を主張したことから，Ｃ

は，Ｂをさらに困らせてやろうと考えて，甲をＤに代金 1200 万円で売却し，

その登記もＤに移転した。 
このような場合において，甲の所有者はＢ，Ｄのいずれであるか。この点

について適宜，場合分けをしながら論じなさい。 
問２（配点：４０点） 
 次の項目のうちから２つを選択し，それらについて説明しなさい。 

① 無権代理と相続 
② 時効制度の存在意義 
③ 物権的請求権 
④ 担保物権の意義・必要性 

  ⑤ 債権者代位権の転用 
  ⑥ 契約自由の原則とその修正・制限 
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⑦ 過失責任主義とその修正・制限 
⑧ 使用者責任 

以 上 










